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研究成果の概要（和文）：３年間の研究期間において、とくに九州地方のカササギと南西諸島に生息する鳥類の巣に生
息する昆虫類の調査を行った。ヒロズコガ類を筆頭に鱗翅目蛾類において、いくつかの未記録種や新種を発見した。ま
た鞘翅目昆虫において、リュウキュウオオハナムグリなど生態が未知の甲虫類の生息について、さまざまな情報が得ら
れた。甲虫類については、九州大学及び琵琶湖博物館において、分担研究者が安定同位体分析を行ない，鳥の巣昆虫が
食物連鎖上で、どのような地位にあるのかの生態学的知見を得ることができた。これらの成果は論文として公表し，ま
た2015年に行なわれた日本昆虫学会（九州大学）において行なわれたシンポジウムで発表した。 

研究成果の概要（英文）：During3 year study period, we intensively investigated at Kyushu and Southern 
islands in Japan. We found some new species of micro-Lepidoptera and revealed the ecology of some 
Coleoptera. Members of our team allayed stable isotope and revealed the pattern of the food chain in 
symbiotic insects in bird nest. A meeting was held at Kyushu University. 35 people who are entomologists 
and ornithologists attended the meeting. Such a corroboration between entomologists and ornithologists is 
very useful for both discipline.

研究分野：行動生態学
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１．研究開始当初の背景 
鳥類は様々な巣を作る。鳥の巣は、鳥にと
っては繁殖のための「延長された表現型」で
あるが、自然環境におけるその生成から消滅
までのプロセスは、他のさまざまな生物にと
って、新しく構築されたニッチとして機能す
る。鳥の巣に生息する昆虫類の幼虫は巣内の
羽毛や獣毛などのケラチン源、昆虫遺体など
のキチン源などを摂食し、巣内の糞や餌屑な
どの動物・植物質、さらには巣材の蘚類、腐
朽した木屑などの植物質を摂食して、成長し、
生活環を完了する。鳥の巣は、さまざまな食
性の昆虫類に好適な生息場所と餌資源（ニッ
チ）を提供していると言える。さらに鳥の巣
はそこに生息する生き物にとってだけでは
なく、そのフィードバックとして、鳥自体の
生活にも影響を与える。たとえばフクロウ類
の自然樹洞を利用した巣内は、動物性タンパ
ク質が多量に堆積しているにもかかわらず、
腐敗臭もなく、巣内のヒナの生息にとって清
潔な環境に保たれている。このことは、巣内
共生昆虫類が、巣内の清掃者として、鳥に相
利共生的な利益をもたらす重要な役割を演
じていることが推察される。 
欧米では古くから鳥類の巣に生息する昆
虫の研究がなされ，多くの情報が蓄積されて
きた。Hicks (1959, 1962)は、鳥類の巣から
発見された昆虫のリストを作成し、鱗翅目、
しょう翅目、半翅目、膜翅目など多数の昆虫
類が鳥類の巣に生息しているのを報告した。
しかし、我が国において鳥類の巣に生息する
昆虫群集についての報告はほとんどなく、ど
のような昆虫がどの鳥の巣を好んで生息し
ているのかというような基本的なことにつ
いてもほとんどわかっていなかった。さらに
これら“鳥の巣昆虫類”が巣の中でどのよう
な役割を果たしているのかについての研究
は欧米においても、行われたことがなく、生
態学的な情報もほとんどなかった。 
 
 
２．研究の目的 
この研究の目的は、鳥の巣という構造物が、
その本来の目的のためだけではなく、数多く
の生物にとっての生息場所（ニッチ）として
機能し、ひとつのミクロコスモスとして閉じ
た共生系を形成しているその実態を明らか
にすることが、第一目的である。研究の第一
段階ではこの生息場所の生物群集を解明し、
その環境特性と動態を明らかにする。それに
より、鳥の巣に生息している動物たちが、ど
のようなニッチを要求しているのかがあき
らかになる。さらにはこうした共生動物たち
が環境を改変することで、別の動物に空間
的・時間的にも新たなニッチを作り出すとい
うダイナミックな共生系のメカニズムを明
らかにすることである。 
 
 
３．研究の方法 

この研究はフクロウ類や猛禽類、コウノト
リ・サギ類など、とくにリン・窒素分を多く
含む動物性タンパク質に富む巣環境を形成
する鳥類の巣を対象に、そこに生息する鱗翅
類、鞘翅類などの昆虫相を解明するために、
野外研究と実験室における飼育・実験研究を
おこなう。野外での研究には鳥類学者と昆虫
学者の全国的な共同研究の形をとって進め
る。またプロの研究者以外に、全国各地のア
マチュア昆虫研究者、アマチュア鳥類研究者
の協力を得て調査を進める。 
 
 
４．研究成果 
  2013 年から 2016 年の３年間の研究期間
において、とくに九州地方のカササギと南西
諸島に生息する鳥類の巣に生息する昆虫類
の調査を精力的に行った。 
 対象とした鳥の種類は、とくにカササギ
（佐賀県）、カンムリワシ（西表島）、リュウ
キュウアカショウビン（西表島及び宮古島）、
ルリカケス（奄美大島）、オオトラツグミ（奄
美大島）、カワウ（琵琶湖）に重点をおいて
調査を行った。 
 その結果、ヒロズコガ類を筆頭に、鱗翅目
の蛾類において、いくつかの未記録種や新種
を発見した。また鞘翅目昆虫において、リュ
ウキュウオオハナムグリなど、生態が未知の
甲虫類の生息について、さまざまな情報が得
られた。 
 また甲虫類については、九州大学及び琵琶
湖博物館において、分担研究者が安定同位体
分析を行ない，鳥の巣昆虫が食物連鎖上で、
どのような地位にあるのかの生態学的知見
を得ることができた。 
 これらの成果は論文として公表し，また
2015 年に行なわれた日本昆虫学会（九州大
学）において行なわれたシンポジウムで発表
した。   
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